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主 な 内 容

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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施　設　名 27日㈯ 28日㈰ 29日㈪～ 1月3日㈯ 4日㈰
市役所
保健福祉センター
健康増進ルーム
中央公民館

A公民センター
福祉センター
西白井複合センター

B
白井駅前センター
冨士センター
桜台センター
文化会館
図書館
郷土資料館
プラネタリウム館
白井運動公園
※Aは窓口業務（貸し館の予約）を行います。Bは窓口業務（住民票
や印鑑登録証明書の発行、貸し館の予約）を行います（館内整備・清
掃のため、施設の利用はできません）。
　各センターの図書室は28日㈰から4日㈰が閉室となります。

市内市内公共公共施設の施設の年末年末年始の年始のお休みお休み
　　　 平常どおり 一部休み 休み

年 末 年 始年 末 年 始 のの ご み 収 集ご み 収 集
◆年末年始のごみ収集日
　年末年始のごみ収集は下表のとおり行います。ごみはきちんと分別
して午前8時30分までに集積所に出してください（粗大ごみは受付セ
ンターがお知らせした排出場所に出してください）。
◆印西クリーンセンターへの搬入日
　年末年始の印西クリーンセンターへの家庭ごみの直接搬入、事業系
ごみの搬入日は次のとおりです。家庭ごみの直接搬入は搬入許可証が
必要ですので、市環境課に申し込みをしてください（年内に搬入する
人は26日㈮までに申し込みをしてください）。
年末搬入終了日時　12月30日㈫　午後4時
年始搬入開始日時　1月5日㈪　午前9時

市環境課きれいなまちづくり班　内線3274・5、印西クリーンセ
ンター業務班☎0476（46）2732
■問

　　　　 年 末 年 始 の ご み 収 集 日　　　　
種類 収集曜日 12月年末最終日 １月年始開始日

燃やすごみ
(毎週)

月・木 29日 5日
火・金 30日 6日

燃やさないごみ
(毎月第1・3曜日)

月 15日 5日
火 16日 6日
水 17日 7日
木 18日 15日
金 19日 16日

資源物
(毎週)

月 29日 5日
火 30日 6日
水 24日 7日
木 25日 8日
金 26日 9日

粗大ごみ
(有料・電話申し
込み制）

申し込みは粗大ごみ受付センター☎（491）4753へ
年末は26日㈮まで、年始は5日㈪から受け付けます。
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）午前９時～
午後４時
※収集日は申込時にお知らせします。

し尿のくみ取り
年末は29日㈪まで（浄化槽汚
泥清掃は26日㈮まで）、年始は
5日㈪から受け付けます。

白井清掃☎（492）
0768
大久保清掃☎（492）
0120

　 新 市 長 が 決 定　　
　11月30日に行われた白井市長選挙は投票率53・03㌫で横山久雅子候補が当
選しました。投・開票結果は下表のとおりです。

選挙管理委員会　内線3312■問
白井市長選挙開票結果　　　　　　　　（得票順）

氏　名 得票数 党　派
当　選 横山久雅子 13,920 無所属

伊藤　仁 10,204 無所属
白井市長選挙投票結果

投票区・場所
当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

1 白井第一小学校体育館 3,677 1,837 49.96
2 白井第二小学校体育館 2,405 1,208 50.23
3 桜台小学校体育館 5,066 2,380 46.98
4 旧白井第二小学校平塚分校校舎 673 396 58.84
5 冨士センター庁舎 6,622 2,403 36.29
6 清水口小学校体育館 3,225 1,570 48.68
7 大山口小学校体育館 7,284 3,225 44.28
8 南山小学校体育館 5,919 2,723 46.00
9 池の上小学校体育館 5,164 2,763 53.51
10 七次台小学校体育館 3,010 1,583 52.59
11 西白井複合センター庁舎 3,015 1,552 51.48

期日前投票所 ― 2,786 ―
合　計 46,060 24,426 53.03

　　子どもが子どもが急に急に病気に病気になったらなったら　　
　印旛郡市小児初期急病診療所は年間365日の夜間などに小児救急診
療を行います。 
日時　月～土曜日　午後7時～午前6時、日曜日・祝日・年末年始　午
前9時～午後5時・午後7時～午前6時
場所　印旛郡市小児初期救急診療所（佐倉市健康管理センター内）
対象　印旛郡市内在住15歳以下
印旛市郡小児初期急病診療所☎043（485）3355■問

　　 年 末 年 始年 末 年 始 のの 歯 科 診 療歯 科 診 療　　
　歯科診療所を設け、年末年始に急な歯の痛みなどで困った人の応急
処置を行います。
日時　12月31日㈬、1月2日㈮　午前9時～正午
場所　市歯科診療所（保健福祉センター内）
診療費　保険診療
持ち物　健康保険証、各種受給者証

健康課保健予防班☎（497）3495、市歯科診療所☎（492）1111　
内線5206（当日のみ）
■問
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。

　
　

1月 ナッシー号新ルートに
　西白井地区や要望の多かった新鎌ケ谷駅、千葉
ニュータウン中央駅、さわやかプラザ軽井沢などに
バス停を新設するなど、ナッシー号が新たなルート
での運行を開始しました。

2月 しろい安全・安心メール配信開始
　登録されたパソコンや携帯電話に防犯情報や市か
らのお知らせなどをEメールで配信するサービスを
開始しました。

4月 夜間・休日窓口開設
　毎月第2・4木曜日（夜間）と日曜日（休日）に市
民課と課税課の証明書発行を行う窓口を開設しまし
た。
公民センター・勤労青少年ホームに指定管
理者制度を導入
　公民センター・勤労青少年ホームの管理運営を民
間事業者に委任しました。
市税などのコンビニ納付が可能に
　市・県民税や水道料金・下水道使用料などの支払
いがコンビニエンスストアでもできるようになりま
した。

7月 南山保育園施設改築工事着工
　老朽化した南山保育園を移設し、通常の保育のほ
か新たに一時保育、産休明け保育、子育て支援セン
ター業務を行う施設の工事を始めました。

10月キャンパスピ市と友好都市提携10周年
　オーストラリアのキャンパスピ市と友好都市提携
から10周年を迎え、ふるさとまつりなどで記念事業
を行いました。

11月市長選挙で横山候補が当選（関連記事下欄）
12月中村副市長退任（関連記事2ページ）

中村市長退任
　12月9日で任期満了となった中村前市長が退任し
ました（関連記事2ページ）。
横山市長就任
　県内初の女性市長として横山白井市長が就任しま
した。

ふるさとまつり舞台で行われた友好都市提携 10 周年記念イベント



　中村敎彰白井町長が誕生したのは今から12年前の12月10日、
それから町は市へと大きな発展を遂げました。皆さんに支えら
れながら「住民参加で快適な健康文化都市」「市民と築く安心で
健康なまち　しろい」を目指した12年を振り返ります。

安心安心・・健康健康を目指した12年を目指した12年
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援
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。

　

職
員
時
代
を
含
め
40
有
余
年
、
白

1997
（平成9年）

1998
（平成10年）

1999
（平成11年）

2000
（平成12年）

2001
（平成13年）

2002
（平成14年）

2003
（平成15年）

白井町障害者計画を策定
白井運動公園開園
地区懇談会始まる
町人口 5万人突破（外国
人登録を含む）
健康文化都市大学が開校
環境管理の国際規格 ISO
14001の認証取得
白井町緑の基本計画策定
オーストラリア・キャン
パスピ市と友好都市提携
を締結
厚生省から健康文化都市
のモデル指定を受ける
町内循環バス「ナッシー
号」試験運行開始
シルバー人材センターが
設立
白井町都市マスタープラ
ンを策定
白井町情報公開条例施行
健康文化都市大学事業が
県知事表彰
高齢者就労指導センター
開設
降ひょう暴風雨被害（4
月、5月）
環境基本条例を施行
健康文化都市宣言
町議会で市とする申請が
議決
白井市誕生
BSE感染牛市内で発見
保健福祉センターが開設
白井市個人情報保護条例
を施行
成人式前日祭「二十祭」
を開催
しろい子どもプランを策
定
西白井ベリーフィールド
が街びらき
しろいファミリーサポー
トセンターが活動開始
年末年始歯科診療を開始
印西市・白井市・印旛村・
本埜村法定合併協議会を
設置
白井第二小学校平塚分校
が本校に統合

3月
4月
7月
9月

12月
1月

2月

6月

8月

4月

10月
2月

4月

5月

6月
9月
1月

4月
9月
10月

1月

4月

5月

12月
4月

まちをきれいにする条例を施行
高齢者・パートタイマー職業相
談室の開設
緊急財政健全化計画が始まる
市民活動推進センターの開設
県内初の無料職業紹介事業を開
始
白井市市民参加条例を施行
白井市単独を決定（合併協議会
の廃止）
白井市まちづくり条例を施行
北総線通学定期券購入費の助成
開始
白井市民大学校開校
指定管理者制度の導入
国指定重要文化財滝田家住宅保
存修理工事
集中改革プランの策定
ホームページのバナー広告を開
始
市民文化祭50年目
粗大ごみ有料化
やおぱぁくオープン
梨ブランデー市の方針を決定
印西斎場オープン
電子申請届出サービスの開始
AED全公共施設へ設置
市民団体活動支援補助金支援団
体を決定
清水口保育園増築完成
病後児保育を開始
公共施設予約管理システムを導
入
しろい安全・安心メール配信開
始
市税などのコンビニ納付が可能
に
南山保育園施設改築工事着工

2003
（平成15年）

2004
（平成16年）

2005
（平成17年）

2006
（平成18年）

2007
（平成19年）

2008
（平成20年）

4月

11月
5月

6月
8月

10月
4月

6月
11月
1月

3月
11月

4月

5月
6月
7月

11月

12月

2月

4月

7月

白井白井運動公園運動公園開園式開園式

ISOISO1400114001のの認証取得認証取得

ナッシーナッシー号号試験運行開始試験運行開始

降降ひょうひょう

白井市白井市開開市市式式

平塚分校平塚分校閉校式閉校式

職業相談室職業相談室開設開設

白井駅を使う白井駅を使う高校生高校生

やおやおぱぁくぱぁくオープンオープン

増築増築工事を工事を完成した完成した清水口清水口保育園保育園
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平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
歳
入
1
5
9
億
7
、
1
0
9
万
円
、
歳
出
1
5
1
億
9
、
6
0
6
万
円
で
そ
の
詳
細
は
12
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
決
算
で
は
市
の
資
産
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
負
債
は
い
く
ら
あ
る
の
か
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
掛
か
る
の
か
を

示
す
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

固定負債　資産を形成するために、市が国や銀行などから
借りているお金の残高などです。
流動負債　平成20年度に返済が予定されている金額です。
正味資産　資産を形成するために使ったお金のうち、国や
県から補助金としてもらったものや市税などの市のお金の
総額です。
減価償却費　建物や道路などの施設が、時の経過に従って
取得時よりも価値が減少したと認められる額で、実際に支
出することはありません。
一部事務組合　消防やごみ処理など、広域で取り組んだ方
が効率的な事務を共同処理するため、複数の市町村で構成
する行政体です。

皆
さ
ん
と
考
え
る
市
の
財
政
①

皆
さ
ん
と
考
え
る
市
の
財
政
①

市
の
市
の
資
産
資
産
、
行
政
コ
ス
ト

、
行
政
コ
ス
ト

ま め 知 識

借方（資金の使途）
資金を何に使ったか

貸方（資金の調達）
資金をどのように調達したか

市のバランスシート（抜粋）

■資産
平成19年度 平成18年度

①有形固定資産 514億円 523億円
　学校、道路、公園など

②投資など  50億円  49億円
　出資金、基金など

③流動資産 39億円 45億円
　現金預金、未収金

資産合計 603億円 617億円

平成19年度行政コスト計算書
行政コスト

項目 内容 金額
人にかかるコスト 職員の給与や議員の報酬など 40億円

物にかかるコスト 消耗品費、修繕費や施設の減価償
却費など 42億円

移転支出的なコスト 生活保護費や団体などへの補助金など 57億円

そのほかのコスト 地方債（借金）の利子など 3億円
合計 142億円

収入

使用料・手数料など 施設の使用料や住民票取得の手数料など 21億円

国庫(県)支出金 国や県からの補助金など 14億円
一般財源 市税や地方交付税など 103億円
合計 138億円

収入 － 行政コスト ▲ 4億円

資
産
は
６
０
３
億
円
、

負
債
は
２
０
４
億
円

　

市
で
作
成
し
た
平
成
19
年
度
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
今
ま
で

整
備
し
て
き
た
道
路
・
学
校
や
貯
金

な
ど
の
資
産
と
、
こ
の
資
産
を
つ
く

る
た
め
の
お
金
を
ど
の
よ
う
に
調
達

し
た
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

19
年
度
末
に
市
が
保
有
す
る
資
産

は
6
0
3
億
円
で
、
18
年
度
末
と
比

べ
約
14
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
主
に
学
校
や
道
路
な
ど
の

有
形
固
定
資
産
が
減
価
償
却
に
よ
り

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

有
形
固
定
資
産
の
内
訳
は
左
図
の
と

お
り
で
、
教
育
費
が
約
63
・
2
㌫
を

占
め
て
お
り
、
教
育
施
設
を
重
点
的

に
整
備
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
有
形
固
定
資
産
を

含
む
資
産
は
、
負
債
と
正
味
資
産

の
2
つ
を
資
金
と
し
て
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
19
年
度
末
の
市
の
負
債
は

2
0
4
億
円
で
、
18
年
度
末
と
比
べ

約
12
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

負
債
は
主
に
学
校
や
施
設
を
整
備

す
る
際
に
借
り
入
れ
た
も
の
で
、
減

少
は
そ
の
借
り
入
れ
を
返
済
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
学
校
や

施
設
な
ど
は
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用

さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に

も
負
担
を
し
て
頂
く
こ
と
で
世
代
間

の
公
平
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

正
味
資
産
に
つ
い
て
は
資
産
の
減

が
負
債
の
減
を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
18
年
度
に
比
べ
約
2
億
円
減

少
し
ま
し
た
。

1
人
当
た
り
の
ロ
ー
ン

残
高
は
35
万
円

　

市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
市
民
１

人
当
た
り
に
置
き
換
え
る
と
、
左

図
の
と
お
り
、
資
産
総
額
と
負

債
・
正
味
資
産
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
約

1
0
4
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

有
形
固
定
資
産
は
所
有
し
て
い
る

マ
イ
ホ
ー
ム
や
土
地
な
ど
に
相
当
し
、

資
産
全
体
の
85
㌫
、
88
万
円
と
な
り

ま
す
。
負
債
は
マ
イ
ホ
ー
ム
ロ
ー
ン

の
残
高
な
ど
に
相
当
し
、
35
万
円
で

す
。
正
味
資
産
は
親
か
ら
の
援
助
金

や
自
己
資
金
に
相
当
し
、
69
万
円
と

な
り
、
そ
の
割
合
は
ロ
ー
ン
残
高
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

負
債
の
返
済
に
は
13
年

　

仮
に
毎
年
決
ま
っ
て
入
っ
て
く
る

一
般
財
源
（
使
途
が
特
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
市
が
自
由
に
使
え
る
お
金
）

の
う
ち
、
毎
年
決
ま
っ
て
支
払
う
必

要
が
あ
る
経
費
（
人
件
費
や
社
会
保

障
経
費
な
ど
）
を
支
払
っ
た
残
り
の

お
金
す
べ
て
を
負
債
の
返
済
に
充
て

た
場
合
、
返
済
が
終
わ
る
ま
で
に
右

図
の
と
お
り
約
13
年
か
か
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か

る
費
用
は
い
く
ら

　

市
の
活
動
に
は
資
産
を
つ
く
る
ほ

か
に
住
民
票
の
交
付
や
ご
み
処
理
な

ど
、
皆
さ
ん
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
掛
か
る
コ
ス
ト
（
費
用
）
と
、
こ

の
コ
ス
ト
を
賄
う
収
入
（
市
税
や
使

用
料
な
ど
）
を
表
し
た
も
の
が
左
表

の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
1
人
当
た

り
で
見
た
場
合
の
内
訳
が
右
図
で
す
。

行
政
コ
ス
ト
は
1
4
2
億
円

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
掛
か
る

コ
ス
ト
は
「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」「
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
」「
そ
の
ほ
か
の
コ

ス
ト
」
の
4
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
コ
ス
ト
総
額
は

1
4
2
億
円
で
、
こ
の
う
ち
生
活
保

護
費
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

な
ど
の
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
が
最

も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
掛
か
る

コ
ス
ト
を
賄
う
収
入
は
1
3
8
億
円

で
、
コ
ス
ト
を
賄
う
に
は
約
4
億
円

不
足
し
ま
し
た
。
こ
の
不
足
は
市
の

貯
金
で
あ
る
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

な
ど
で
補
い
ま
し
た
。

問　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

※
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
に
関
す
る
詳
細
は
、
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■負債
平成19年度 平成18年度

固定負債 191億円 202億円
流動負債   13億円   14億円
合計 204億円 216億円

■正味資産
平成19年度 平成18年度

国庫支出金 72億円 72億円
県支出金 9億円 9億円
市税などの一
般財源 318億円 320億円

合計 399億円 401億円
負債・正味資
産合計 603億円 617億円
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皆
さ
ん
と
考
え
る
市
の
財
政
②

皆
さ
ん
と
考
え
る
市
の
財
政
②

各
種
保
険

各
種
保
険
、
給
食

、
給
食
な
ど
の
特
別
会
計

な
ど
の
特
別
会
計

平成19年度学校給食の状況
区分 内容

給食回数 190回

調理食数 1日約4,500食

給食費

小学校
3,945円（月額）

約230円（日額）

中学校
4,760円（月額）

約280円（日数）

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算

○
国
民
健
康
保
険
と
は

　

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
国
民
皆
保
険
制
度
が
あ

り
、
す
べ
て
の
人
が
医
療
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
白
井

市
が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
す
る
国

保
（
国
民
健
康
保
険
）
も
そ
の
1
つ

で
、
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い

な
い
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
突
然
の
け
が
や
病
気
の
時
に
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

加
入
者
が
出
し
合
っ
た
保
険
税
（
料
）

と
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
医

療
費
の
一
部
な
ど
を
賄
う
仕
組
み
で

す
。
国
保
は
加
入
者
お
互
い
の
助
け

合
い
で
成
り
立
つ
制
度
で
す
。

○
平
成
19
年
度
決
算
の
概
要

　

平
成
19
年
度
は
従
来
の
国
民
健
康

保
険
事
業
に
加
え
、
平
成
20
年
度
の

医
療
保
険
制
度
の
変
革
に
向
け
た
保

険
税
の
課
税
に
係
る
枠
組
み
の
見
直

し
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
導

入
の
準
備
や
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
の
準
備
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
度
決
算
の
歳
入
・
歳
出

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
は
加
入
者
か
ら
納
付
い
た

だ
い
た
保
険
税
が
全
体
の
約
38
㌫
で
、

17
億
6
、
8
1
9
万
円
で
し
た
。
こ

の
ほ
か
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
社

会
保
険
な
ど
か
ら
の
療
養
給
付
費
交

付
金
（
退
職
者
医
療
）、
国
保
連
合

会
か
ら
の
共
同
事
業
交
付
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に
よ
り
歳

出
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
保
険
給
付
費
が
前
年
度
よ

り
約
3
・
6
㌫
増
え
て
29
億
78
万
円

で
し
た
。
保
険
給
付
費
の
う
ち
療
養

給
付
費
療
養
費
が
前
年
に
比
べ
約

１
億
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
被
保
険
者
の
増
加
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班　

内

線
3
1
7
1
〜
3

老
人
保
健
特
別
会
計
決
算

○
老
人
保
健
と
は

　

誰
も
が
健
や
か
な
老
後
を
送
る
こ

と
を
目
指
し
、
国
保
（
国
民
健
康
保

険
）
な
ど
健
康
保
険
に
加
入
す
る
満

75
歳
以
上
（
障
害
認
定
を
受
け
た
場

合
は
65
歳
以
上
）
の
人
は
、
老
人
保

健
で
医
療
を
受
け
ま
す
。
老
人
保
健

は
老
人
の
医
療
費
を
国
民
が
皆
で
公

平
に
負
担
す
る
制
度
で
す
が
、
平

成
20
年
4
月
か
ら
は
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
へ
移
行

し
ま
し
た
。
20
年
度
以
降
の
老
人
保

健
特
別
会
計
は
、
制
度
精
算
の
た
め

の
会
計
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
19
年
度
決
算
の
概
要

　

老
人
医
療
受
給
者
数
は
平
成
14
年

以
降
減
少
し
、
医
療
給
付
費
の
支
給

額
も
前
年
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

1
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
要
因
は
生
活
習
慣

病
な
ど
の
慢
性
疾
患
が
多
い
こ
と
や
、

入
院
が
長
期
に
わ
た
っ
て
し
ま
う
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
決
算
の
歳
入
・
歳
出

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
は
各
医
療
保
険
者
か
ら
拠
出

さ
れ
る
老
人
保
健
拠
出
金
（
支
払

基
金
交
付
金
）
が
全
体
の
約
53
㌫
で
、

13
億
1
、
3
0
1
万
円
で
し
た
。
こ

の
ほ
か
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
一

般
会
計
繰
入
金
な
ど
に
よ
り
歳
出
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
前
年
度
に
比
べ
約
1
・
7

㌫
減
少
し
、
24
億
2
、
5
1
9
万
円

で
し
た
。
こ
れ
は
医
療
給
付
費
の
う

ち
医
科
分
が
前
年
に
比
べ
約
6
千
万

円
減
少
し
た
も
の
で
す
。

問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班　

内

線
3
1
7
5
・
8
1

介
護
保
険
特
別
会
計

決
算

○
介
護
保
険
と
は

　

長
寿
社
会
の
中
で
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
自
立
し
た

暮
ら
し
を
支
援
し
、
い
ざ
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
は
、
介
護
の
不
安

や
経
済
的
な
負
担
を
社
会
全
体
で
連

帯
し
て
支
え
合
う
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

市
が
保
険
者
と
な
り
、
40
歳
以
上

を
対
象
に
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
心

身
の
変
化
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
っ
た
場
合
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
い
、
こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
は
、
65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険

者
と
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
2
号

被
保
険
者
が
出
し
合
っ
た
保
険
料
と

国
・
県
・
市
か
ら
の
公
費
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

○
平
成
19
年
度
の
決
算
の
概
要

　

従
来
の
介
護
保
険
事
業
に
加
え
、

平
成
19
年
度
第
4
期
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
の
準
備
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
度
決
算
の
歳
入
・
歳
出

は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
は
第
1
号
被
保
険
者
か
ら
納

付
い
た
だ
い
た
保
険
料
が
全
体
の

約
25
㌫
で
、
4
億
2
、
5
8
4
万
円

で
し
た
。
こ
の
ほ
か
国
・
県
か
ら
の

支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
（
第
2

号
被
保
険
者
の
40
歳
か
ら
64
歳
分
）、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に
よ

り
歳
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
は
保
険
給
付
費
が
全
体
の
約

88
㌫
で
14
億
2
、
3
7
0
万
円
で
し

た
。
前
年
度
よ
り
約
6
・
7
㌫
増
加

し
て
お
り
、
こ
れ
は
主
に
介
護
認
定

者
の
増
加
に
よ
る
介
護
給
付
の
増
加

と
、
介
護
予
防
サ
―
ビ
ス
な
ど
の
諸

費
が
増
加
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
継
続
費
逓

次
繰
越
額
39
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
約
6
、
2
3
4
万
円
で
、

基
金
積
立
金
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

問　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班　

内
線
5
3
3
3
〜
5

学
校
給
食
特
別
会
計
決
算

○
学
校
給
食
と
は

　

成
長
期
の
児
童
・
生
徒
た
ち
の
健

康
保
持
や
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で

充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
食
生

活
の
基
礎
・
基
本
を
養
う
こ
と
な
ど

を
主
な
目
的
と
し
て
給
食
の
配
膳
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
計
は
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
行
う
た
め

の
特
別
会
計
で
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
桜
台
小
・
中
学
校
（
自
校
式
）

を
除
く
8
校
の
小
学
校
と
4
校
の
中

学
校
に
給
食
を
作
っ
て
供
給
し
て
い

ま
す
。
地
産
地
消
を
進
め
て
お
り
、

市
内
で
生
産
さ
れ
た
米
や
野
菜
を
積

極
的
に
使
っ
て
い
ま
す
。

○
平
成
19
年
度
の
決
算
の
概
要

　

平
成
19
年
度
の
学
校
給
食
の
状
況

は
右
表
の
と
お
り
で
、
決
算
の
歳
入
・

歳
出
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
は
給
食
を
食
べ
る
児
童
・
生

徒
な
ど
か
ら
徴
収
す
る
給
食
費
が
全

体
の
約
47
㌫
で
、
2
億
2
0
1
万
円

で
す
。
給
食
費
の
徴
収
率
は
99
・
07

㌫
で
、2
件
に
対
し
て
法
的
手
段（
支

払
督
促
制
度
）
を
取
り
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
一
般
会
計
か
ら
繰
入
金
で
光

熱
水
費
や
委
託
料
な
ど
を
支
払
い
歳

出
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
賄
材
料
費
が
全
体
の
約
50

㌫
で
、2
億
1
、2
5
9
万
円
で
し
た
。

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9

2
）
1
0
8
1　
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Q　

旅
行
会
社
の
国
内
パ
ッ
ク
旅
行

の
広
告
を
見
て
友
人
と
3
人
で
申
し

込
ん
だ
。
電
話
で
予
約
を
し
た
が
、

5
日
後
に
1
人
が
参
加
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
旅
行
を
や
め
る
こ
と
に

し
、
旅
行
会
社
に
連
絡
す
る
と
キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
た
。

出
発
予
定
日
は
2
週
間
後
で
、
申
込

金
は
ま
だ
支
払
っ
て
い
な
い
。
納
得

で
き
な
い
。

（
50
代
女
性
）

A　

広
告
な
ど
で
目
に
す
る
パ
ッ
ク

ツ
ア
ー
（
募
集
型
企
画
旅
行
）
は
、

旅
行
会
社
が
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
た

旅
行
計
画
の
い
く
つ
か
か
ら
、
消
費

者
が
選
ぶ
も
の
で
す
。
標
準
旅
行
業

約
款
に
よ
る
と
、
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
は

「
電
話
な
ど
に
よ
る
予
約
」
時
点
で

は
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
旅

行
会
社
と
消
費
者
で
契
約
の
締
結
を

し
、
旅
行
会
社
が
申
込
金
を
受
理
し

た
と
き
に
契
約
が
成
立
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
申
込
金
を
支
払
い
、
旅
行

会
社
が
受
理
し
契
約
が
成
立
し
た

後
は
、
出
発
予
定
日
の
2
週
間
前
で

あ
っ
て
も
規
定
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

支
払
っ
て
解
約
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
事
例
で
は
、
消
費
者
が
電
話

で
予
約
を
し
た
が
申
込
金
を
支
払
っ

て
い
な
い
の
で
、
契
約
は
成
立
し
て

い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
キ
ャ
ン
セ

ル
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

今
後
予
約
を
す
る
場
合
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
の
規
定
に
注
意
し
、
定
め
ら

れ
た
期
間
内
に
申
込
金
を
支
払
わ
な

い
と
予
約
は
取
り
消
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

楽
し
い
旅
行
の
計
画
は
ゆ
と
り
を

持
っ
て
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
る

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

パ
ッ
ク
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委

員
委
嘱

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
適
性
か
つ
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
地
区
ま
ち

　年末は人や車などの動きが忙しくなり、交通事故が発
生しやすい時期です。気持ちにゆとりを持って交通ルー
ルを守り、事故防止に努めましょう。
　この運動の重点目標は次のとおりです。
【運動の重点目標】
①飲酒運転の根絶
②高齢者の交通事故防止
③すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底
④自転車乗車中の交通事故防止
【標語】

広げよう　どうぞの気持ちと　車間距離
そのお酒　飲ませるあなたも　共犯者

■問　交通防災課交通防災班　内線3321 ～ 3

冬 の 交 通 安 全 運 動 実 施 中冬 の 交 通 安 全 運 動 実 施 中

づ
く
り
計
画
な
ど
に
関
す
る
調
査
や

審
議
、
開
発
協
議
に
係
る
意
見
書
の

対
応
な
ど
を
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
審

議
会
委
員
」
を
11
月
13
日
に
委
嘱
し

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
22
年
9
月
30

日
ま
で
の
2
年
間
で
、
委
員
は
皆
さ

ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

野
口
和
雄
（
会
長
）、
宮
沢
友
子

（
副
会
長
）、
竹
本
清
一
、
上
坂
千
昭
、

髙
橋
士
郎
、
山
本
英
久
、
岡
田
崇
志
、

荒
生
篤
夫
、
清
水
達
人
、
中
村
良
雄

問　

都
市
計
画
課
計
画
整
備
班　

内

線
3
2
3
4

〜
知
っ
て
お
き
た
い
国
民
健
康
保
険
〜

確
定
申
告
な
ど
に
使
用
す
る
お
知
ら
せ
の
送
付

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

【
国
保
税
納
付
済
額
の
送
付
】

　

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
加
入
者

へ
「
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
済
額

の
お
知
ら
せ
」
を
平
成
21
年
1
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
20

年
中
の
納
付
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。
確
定
申
告
や
市
・
県
民
税

の
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
の
参
考
と
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。
特
別
徴
収
の
対
象
者
は

年
金
か
ら
の
納
付
額
（
特
別
徴
収
税

額
）
は
こ
の
お
知
ら
せ
に
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
な
ど
で
使
用

す
る
際
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
る「
公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険

税
額
を
合
算
し
て
く
だ
さ
い
。

【
高
額
な
医
療
費
を
負
担
し
た
人
】

　

市
の
国
保
加
入
者
で
、
11
・
12
月

に
高
額
な
医
療
費
（
保
険
診
療
に
限

る
）
を
負
担
し
た
人
は
、
高
額
療
養

費
支
給
に
該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
高
額
療
養
費
支
給
該
当
者
に
は
、

11
月
分
を
来
年
1
月
、
12
月
分
を
来

年
2
月
下
旬
に
支
給
申
請
に
関
す
る

お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
、
医
療
費
控
除
を

す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
医
療
費
控

除
に
使
用
す
る
通
院
や
調
剤
な
ど
の

領
収
書
の
写
し
（
コ
ピ
ー
）
を
と
り
、

保
管
の
上
、
高
額
療
養
費
の
申
請
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
領
収
書
の
写
し

が
な
い
と
、
医
療
費
金
額
が
確
認
で

き
ず
、
高
額
療
養
費
が
支
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班　

内

線
3
1
7
1
〜
3

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の
変更点など変更点など

【窓口負担割合の軽減対象】
　医療機関での負担割合を申請をすることで3割から1割に軽減で
きますが、この対象を平成21年1月から変更します。
　該当者には12月中に申請用紙を送付しますので、軽減を受ける
場合は申請をしてください。
　1月からの対象は次のとおりです。
対象　次の両方を満たし、収入合計額が520万円未満の世帯
①世帯内に70歳から74歳の人がいる
②世帯内に長寿医療制度（後期高齢者医療制度）加入者が1人だけ
いる
【加入月の高額療養費自己負担限度額】
　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）加入月の高額療養費を算
定する場合、1日から誕生日の前日までに負担した医療費はそれま
で加入していた健康保険などの対象で、誕生日から月末までに負
担した医療費は長寿医療制度の対象です。
　加入月に限り、長寿医療制度の高額療養費基準額が平成20年4月
分にさかのぼり通常の2分の1に変更します。この変更による高額
療養費の該当者には、広域連合から通知します。
■問　保険年金課国保年金班　内線3175・81

公的個人認証サービス公的個人認証サービス
一時停止一時停止

　回線機器入れ
替えのため、こ
の日は市役所窓
口で行う公的個
人認証のすべて
の手続きができ
ません。
停止日　18日㈭
■問　企画政策課
情報管理班　内
線3358・9

防
犯
灯
の
維
持
管
理
に

ご
協
力
を

　

防
犯
灯
は
そ
の
設
置
個
所
に
よ
り

管
理
者
が
異
な
り
ま
す
。
幹
線
道
路

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
は
、

市
防
犯
組
合
で
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
内
の
内
部
道
路
に
設
置
さ

れ
て
い
る
防
犯
灯
は
、
各
自
治
会
で

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

球
切
れ
な
ど
、
防
犯
灯
の
故
障
に

気
付
い
た
場
合
は
、
各
防
犯
灯
に
あ

る
管
理
番
号
な
ど
を
地
元
自
治
会
か

市
防
犯
組
合
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問　

市
防
犯
組
合
事
務
局
（
交
通
防

災
課
）　

内
線
3
3
2
1
〜
3

　市の特産品と
して親しまれて
い る「 ふ る さ
と産品」の推奨
シールが誕生し
ました。
　市内で生産さ
れた農産物や製
造・加工された製品など、白井を象徴
する特産品として、現在、梨ブランデー
など12品目が認定されています。
■問　商工振興課商工振興班　内線3241

ふ る さ と 産 品ふ る さ と 産 品
「 推 奨 シ ー ル 」「 推 奨 シ ー ル 」

ふるさと産品推奨シール

委嘱を受ける委員委嘱を受ける委員
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住民基本台帳閲覧状況

閲覧日
請求機関の名称
または申出者の氏名

委託者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平
成
19
年

11月28日 ㈱エスピー研 千葉県総合企画部
第35回県政に関する
世論調査

池の上1丁目、野口
（20歳以上32人）

12月18日 ㈱RJCリサーチ ㈶社会経済生産性本部
平成19年度「余暇活
動についての調査」

清水口2丁目
（15歳以上21人）

平
成
20
年

1月10日 ㈱ビデオリサーチ 日本たばこ産業㈱
2008年全国たばこ喫
煙者率調査

根
（20歳以上90歳未満20
人）

1月29日 ㈳新情報センター
内閣府政策統括官（共生社
会政策担当）付参事官（少
子・高齢化対策第2担当）

高齢者の健康に関す
る意識調査

根の一部
（55歳以上15人）

2月26日 ㈱日経リサーチ 日本銀行情報サービス局
第34回生活意識に関
するアンケート調査

根、桜台2丁目、冨士
（20歳以上15人）

2月27日
自衛隊千葉地方協力
本部柏募集案内所

防衛省 自衛官の募集事務

市内全域
（平成2年4月2日から平
成3年4月1日に出生し
た男子）

3月11日

㈳新情報センター

内閣府政策統括官（共生社
会政策担当）付参事官（少
子・高齢化対策第2担当）

高齢期に備えての意
識に関する調査

冨士の一部
（55歳以上64歳以下14
人）

7月8日 総務省統計局統計調査部 家計消費状況調査
神々廻、十余一、南山
3丁目、堀込2丁目
（20歳以上86人）

8月19日
㈱マーケティング・
リサーチ・サービス

千葉県総合企画部
第36回県政に関する
世論調査

南山2丁目、平塚
（20歳以上36人）

10月15日 ㈳新情報センター 総務省統計局統計調査部 家計消費状況調査
池の上1丁目
（16歳以上43人）

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
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コ
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知
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オビシャのオビシャの的的

弓弓をを射る射る神神主主

　住民基本台帳法が平成18年11月1日に一部改正され、住民基本台帳の閲覧は個人情報保護に留
意するため、公益的な目的のみに制限されました。この法改正により、いつ・誰が・どのような
内容を閲覧したかについて公表することが各市町村に義務付けられました。
　平成19年11月1日から平成20年10月31日までの閲覧状況は下表のとおりです。
■問　市民課市民班　内線3142・3

リサイクル料金表
品目 変更前 変更後

エアコン 3,150円 2,625円

テレビ 2,835円
小 15型以下 1,785円
大 16型以上 2,835円

冷蔵・冷凍庫 4,830円
小 170Ｌ以下 3,780円
大 171Ｌ以上 4,830円

　エアコン、テレビ、冷蔵・冷凍庫の家電リサイクル法対
象品目のリサイクル料金が11月1日から変更になりました。
　料金は下表のとおりです。
■問　㈶家電製品協会家電リサイクル券センター☎0120
（319）640・  http://www.rkc.aeha.or.jp

リサイクル料金一部変更

　解雇・配置転換・賃下げ・いじめ
など、労使間トラブルの解決を労働
局がお手伝いします。
【相談電話番号】
船橋総合労働相談コーナー☎（431）
0181
千葉労働局総合労働相談コーナー☎
043（221）2303
■問　商工振興課商工振興班　内線
3241、千葉労働局  http://www.
chiba-roudoukyoku.go.jp

　さわやかプラザ軽井沢は12月23
日㈫から1月4日㈰まで休まず開館
します。

■問　さわやかプラザ軽井沢☎（442）
6150

総合労働相談コーナー

さわやかプラザ軽井沢
年末年始開館

口
腔
保
健
事
業
功
労
者

に
表
彰

　

平
成
20
年
度
千
葉
県
口
腔
保
健
大

会
「
デ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ち
ば
21
」
が

11
月
20
日
に
千
葉
市
文
化
交
流
プ
ラ

ザ
音
楽
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
平
澤
賢

治
郎
さ
ん
（
大
山
口
在
住
）
が
口
腔

保
健
事
業
功
労
者
表
彰
（
千
葉
県
知

事
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
市
・

学
校
歯
科
医
と
し
て
、
乳
幼
児
や
小
・

中
学
生
の
歯
科
健
診
な
ど
、
多
年
に

わ
た
り
歯
科
保
健
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問　

健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

中
小
企
業
な
ど
の
資
金

繰
り
を
応
援
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
で
は
中
小
企
業
な
ど

へ
の
資
金
繰
り
解
消
の
た
め
、
中
小

企
業
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実

施
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
緊
急
保
証
制
度
】

　

民
間
金
融
機
関
に
対
す
る
新
た
な

信
用
保
証
制
度
で
融
資
対
象
業
種
を

6
1
8
業
種
に
拡
大
し
ま
し
た
。
信

用
保
証
協
会
の
1
0
0
㌫
保
証
で
、

責
任
共
有
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。
対
象
業
種
の
事
業
所
は
一
般
保

証
の
8
千
万
円
に
加
え
、
別
枠
で
8

千
万
円
（
担
保
が
あ
る
場
合
は
一
般

保
証
2
億
円
に
加
え
て
2
億
円
）
ま

で
の
保
証
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
市
の
認

定
が
必
要
で
す
。

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
】

　

業
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
、
中

小
企
業
は
4
億
8
千
万
円
ま
で
、
小

規
模
企
業
は
4
、
8
0
0
万
円
ま
で

利
用
可
能
で
す
。

【
中
小
企
業
金
融
貸
し
渋
り
１
１
０

番
】

　

金
融
機
関
な
ど
の
貸
し
渋
り
な
ど

に
つ
い
て
中
小
企
業
な
ど
か
ら
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

問　

関
東
経
済
産
業
局
中
小
企
業
課

☎
0
4
8
（
6
0
0
）
0
3
3
4
、

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班　

内

線
3
2
4
1
・
2
、
中
小
企
業
庁

  h
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://w

w
w
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u
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o
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m
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法
目
の
オ
ビ
シ
ャ

　

も
う
す
ぐ
正
月
で
す
が
、
毎
年

正
月
に
は
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
呼
ば

れ
る
民
俗
行
事
が
市
内
各
地
で
行

わ
れ
ま
す
。
オ
ビ
シ
ャ
は
関
東
の

利
根
川
流
域
に
多
く
見
ら
れ
、
北

総
地
域
で
は
一
般
的
な
民
俗
行
事

で
す
。
弓
矢
で
的
を
射
抜
き
、
邪

気
を
払
い
1
年
を
占
う
弓ゆ

み
し
ん
じ

神
事
の

一
つ
で
、
馬
上
か
ら
弓
を
射
る
流や

鏑ぶ
さ
め馬
や
騎き

し
ゃ射
に
対
し
、
地
上
に

立
っ
て
射
ま
す
。
関
西
で
は
「
お

弓
神
事
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
が
、
関
東
で
は
オ
ビ
シ
ャ

と
呼
び
、
的
に
鬼
や
日に

っ
し
ゃ
し
ん
わ

射
神
話
に

基
づ
く
カ
ラ
ス
を
描
く
こ
と
も
多

く
「
御
歩
射
」
「
御
奉
射
」
「
御

日
射
」
な
ど
が
語
源
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
代
の

オ
ビ
シ
ャ
で
は
弓
神
事
が
廃
れ

て
、
祭
の
当
番
引
き
継
ぎ
や
年
頭

顔
合
わ
せ
が
主
目
的
と
な
っ
て
寄

り
合
い
や
宴
会
色
を
強
め
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
弓
神
事
を
伴
う
オ

ビ
シ
ャ
は
谷
田
、
清
戸
、
法
目
の

三
地
区
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

谷
田
・
清
戸
地
区
の
場
合
、
宗

像
神
社
で
1
月
7
日
に
催
す
ナ
ノ

カ
ビ
シ
ャ
で
、
篠
竹
の
弓
矢
で
鬼

の
字
を
書
い
た
紙
を
的
に
見
立
て

て
射
抜
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

村
に
悪
者
を
入
り
込
ま
せ
な
い
悪

魔
ば
ら
い
の
意
味
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　

古
式
の
姿
を
伝
え
る
の
が
法
目

の
オ
ビ
シ
ャ
で
す
。
八
幡
神
社

で
1
月
15
日
に
行
わ
れ
る
正
月
ビ

シ
ャ
で
弓
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま

す
。
裂
い
た
竹
で
骨
組
み
を
作
り
、

半
紙
を
表
裏
に
張
り
合
せ
て
星
型

の
模
様
や
鬼
の
字
を
書
い
た
的
を

作
り
、
ガ
マ
ズ
ミ
と
い
う
木
で

作
っ
た
弓
で
篠
竹
の
矢
を
射
ま
す
。

最
初
に
神
主
が
3
本
の
矢
を
放
っ

て
作
柄
を
占
い
、
1
本
目
が
当
た

れ
ば
ワ
セ
（
早
稲
）、
2
本
目
な

ら
ナ
カ
ノ
テ
（
中
稲
）、
3
本
目

な
ら
ア
ト
（
晩
稲
）
が
豊
作
に
な

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
続
い

て
氏う

じ
こ子
た
ち
が
順
に
的
に
当
た
る

ま
で
射
続
け
ま
す
。
昔
は
3
本
づ

つ
矢
を
放
ち
、
的
に
当
た
っ
た
数

で
豊
凶
を
占
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
少
な
く
な
っ
た
ガ
マ
ズ

ミ
を
は
じ
め
、
オ
ビ
シ
ャ
に
必
要

な
材
料
調
達
な
ど
の
準
備
は
13
軒

の
家
が
持
ち
回
り
で
ヤ
ド
と
呼
ば

れ
る
当
番
を
務
め
、
当
日
は
皆
で

弓
矢
作
り
を
分
業
し
、
長
老
格
が

的
を
作
る
な
ど
の
習
わ
し
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
道
具
の
作
り
方
や
一

連
の
作
業
は
口
伝
で
行
わ
れ
て
き

た
と
言
い
、
非
常
に
貴
重
な
民
俗

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3
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2008.12.157

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
時　

1
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
17

日
㈯
・
18
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
成
人
の
責
任
者
が
付
い
て
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
4

0
円
、
体
育
館　

1
、
3
0
0
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド　

2
、
5
2
0
円
（
2

時
間
）

申
・
問　

12
月
25
日
㈭
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　今年で52回目を迎えた市民文化祭が、文化センターを中心に開催さ
れました。会場では市民の芸術・文化作品が展示され、来場者は芸術
の秋を満喫していました。菊花や盆栽・山野草の展示、囲碁・将棋大会、
芸能発表会、音楽祭・ダンスフェスティバル・演劇祭.ドラマ＆エンター
テイメントなどの催しも開催され、大変にぎわいました。
　出品された作品の中で優れた作品には、11月29日に文化会館中ホー
ルで行われた表彰式で市長賞、議会議長賞および教育委員会委員長賞
（通称三長賞）が贈られました。受賞した皆さんは各表のとおりです。
問　文化課文化班☎（492）1123

優れた作品に三長賞
―第52回白井市民文化祭―

募

集
・

伝

言

板

白井市100人会議

効
果
覿
面
の
存
続

2008-12

51

効
果
覿
面
プ
ラ
ン

タ
ー

　

右
の
写
真
は
白
井
駅
前
南
口

の
灰
皿
周
辺
を
11
月
11
日
に
撮
影

し
た
も
の
で
す
。
以
前
に
広
報

8
・
9
月
号
で
駅
南
口
の
灰
皿
周

辺
の
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
の

余
り
の
多
さ
に
ポ
イ
捨
て
防
止
の

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
灰
皿
を
灰
皿
と
し
て
機
能
さ

せ
る
た
め
、
11
月
1
日
に
プ
ラ
ン

タ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。
今
の
と

こ
ろ
効こ

う
か
て
き
め
ん

果
覿
面
の
一
語
が
ピ
ッ
タ

リ
。
灰
皿
に
は
た
ば
こ
の
吸
い
殻

が
半
分
ほ
ど
溜
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
写
真
の
と
お
り
空
き
缶
な
ど

は
全
く
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
ば

ら
く
こ
の
状
況
を
観
察
し
、
プ
ラ

ン
タ
ー
の
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

効
果
覿
面
白
井
駅
前

の
灰
皿

　

駅
前
の
灰
皿
の
設
置
も
効
果
覿

面
で
す
。
定
点
観
測
の
吸
い
殻
の

総
量
で
確
認
、
見
た
目
で
2
分
の

1
以
下
に
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

6
カ
月
の
試
験
期
間
を
終
了
し

ま
し
た
の
で
、
10
月
末
に
環
境
課

と
今
後
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し

た
。
環
境
課
と
し
て
は
設
置
継

続
が
現
状
で
の
良
策
と
認
識
し
て

お
り
、
こ
れ
の
管
理
継
続
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
必
要
と
の

こ
と
で
、
来
年
の
3
月
末
ま
で
は

1
0
0
人
会
議
で
担
当
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ど
う
す
る

の
か
が
重
要
で
す
。

効
果
覿
面
の
存
続

　

効
果
覿
面
と
言
え
ば
、
中
央
分

離
帯
の
花
壇
で
す
。
ポ
イ
捨
て
ご

み
が
激
減
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
紛

れ
も
な
い
事
実
で
す
。

　

来
年
度
以
降
管
理
が
都
市
再
生

機
構
か
ら
、
千
葉
県
に
移
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
で
以
前
の
様
に
返
還

し
て
し
ま
え
ば
、
元
の
木も

く
あ
み
阿
弥
、

雑
草
の
王
国
、
ポ
イ
捨
て
の
山
に

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
今
後
の

維
持
管
理
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ら

の
効
果
覿
面
を
ど
う
存
続
さ
せ
る

か
こ
そ
が
1
0
0
人
会
議
の
使
命

と
再
確
認
し
、
ア
ダ
プ
ト
の
促
進

に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
、
残
さ

れ
た
時
間
を
そ
れ
に
傾
注
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0
人

会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市民文化祭三長賞受賞者一覧
 小学生の部（学校名・学年） （敬称略）

部　門 市長賞 議会議長賞 教育委員会
委員長賞

図画 低学年 髙平忠克
（白井第一・１）

岡野凌空
（大山口・１）

石原颯人
（大山口・２）

中学年 山野文哉
（池の上・４）

小田彩乃
（白井第三・４）

福嶋未唯
（七次台・４）

高学年 武井涼太郎
（南山・５）

髙畠直也
（大山口・６）

濱田愛
（池の上・６）

書写 低学年 大仲美春
（大山口・２）

樋口翔一郎
（白井第一・１）

染谷菜緒
（桜台・１）

中学年 金澤こころ
（南山・４）

遠藤愛子
（大山口・３）

王丸舞子
（南山・３）

高学年 稲田祐大
（大山口・６）

乾花穂子
（清水口・５）

花島星来
（池の上・６）

工作 低学年 田中千智
（南山・２）

秀田早奈子
（池の上・２）

長谷川彩葉
（白井第三・２）

中学年 豊田吏央
（白井第一・３）

土屋実桜
（南山・３）

桐山瑠
（七次台・４）

高学年 前野優衣
（清水口・５）

栗原千穂
（桜台・６）

西村佳恵
（白井第一・５）

家庭 高学年 鈴木理咲
（南山・６）

小笠原由実
（桜台・５）

遠藤加奈子
（大山口・６）

中学生の部（学校名・学年） （敬称略）

部　門 市長賞 議会議長賞 教育委員会
委員長賞

美術 鈴木萌乃
（大山口・２）

川原美流
（七次台・3）

板橋泰良
（白井・２）

書写 端保亜由美
（大山口・２）

藤田詩織
（桜台・３）

藤嶋詩穂
（南山・２）

技術 西野晴賀
（南山・１）

中島健太
（大山口・１）

左近千裕
（桜台・２）

家庭 田代理紗
（桜台・１）

鈴木映見
（白井・３）

村田祐香
（白井・３）

一般の部 （敬称略）

部　門 市長賞 議会議長賞 教育委員会
委員長賞

菊花 谷嶋清 土田鴻造 大口勇吉
写真 森山光男 長野正児 大橋茂
写 真 の 部
ジュニア部門

日置祐基 平田さくら 阿部大貴

俳句 寺内拓志 田中敬子 杉山隆偉
平久翔大 宮地沙季 園木俊成

盆栽・山野草 大出四郎 秋本一郎 鈴木二三男

　

放
課
後
に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
体

験
活
動
な
ど
を
行
う
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
は
小
学
校
区
み
ん
な
で
子
ど

も
を
育
て
よ
う
と
い
う
視
点
か
ら
地

域
住
民
の
参
加
・
協
力
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

は
図
書
室
で
実
施
し
て
い
た
学
校
開

放
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
10
月
23

日
に
児
童
32
人
の
参
加
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
一
緒
に
放
課
後
教
室
に

入
り
た
い
児
童
や
教
室
を
手
伝
っ
て

く
れ
る
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

【
児
童
】

日
時　

木
曜
日
ほ
か
（
月
6
回
程
度
）

午
後
2
時
30
分
〜
（
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

場
所　

白
井
第
二
小
学
校
図
書
室

対
象　

白
井
第
二
小
学
校
区
在
住
の

小
学
生　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

※
学
区
外
の
小
学
校
や
私
立
の
小
学

校
に
通
っ
て
い
る
児
童
も
含
み
ま
す
。

参
加
費　

無
料
（
保
険
料
や
材
料
費

な
ど
が
別
に
掛
か
り
ま
す
）

【
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

　

教
室
で
児
童
に
関
わ
っ
て
み
た
い

人
、
こ
ん
な
こ
と
教
え
ら
れ
る
よ
・

こ
ん
な
授
業
が
で
き
る
よ
と
い
う
人

は
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象　

一
般

申
・
問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

内
線
3
4
3
1
・
3
へ

白
井
第
二
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室

　
　
　

み
ん
な
で
一
緒
に
遊
ぼ
う
よ

社会保険大学校
運動施設開放日

火
・
金
曜
日
）

◆
食
を
楽
し
む
教
室
「
手
作
り
味
噌

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　

自
家
製
味
噌
の
深
い
味
や
香
り
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

1
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯　

午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

場
所

県
立
北
総
花
の
丘
公
園　

対
象　

16

歳
以
上　

各
日
24
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

1
、
8
0
0
円

問　

1
月
16
日
分
は
12
月
16
日
㈫
、

1
月
17
日
分
は
12
月
17
日
㈬
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
県
立
北
総
花
の
丘
公

園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
1
へ

◆
新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　

ソ
シ
ア
ル
白
井
で
は
新
春
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
す
。

日
時　

1
月
4
日
㈰　

午
後
2
時
〜

4
時
40
分　

場
所　

冨
士
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）　

参
加

費　

2
0
0
円

問　

長
谷
川
☎
（
4
4
5
）
3
8
2

9

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

　

自
主
防
災
会
活
動
を
盛
ん
に
行
っ

て
い
る
話
を
参
考
に
、
災
害
が
発
生

し
て
も
恐
れ
な
い
心
構
え
と
備
え
と

地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
こ
そ
頼
み
の
綱
は
近
所
の
皆

さ
ん
で
す
。
自
主
防
災
会
同
士
の
情

報
交
換
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

1
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

50
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
桜
台
六
番
街

自
主
防
災
会
会
長　

市
村
光
さ
ん
、

大
山
口
二
丁
目
町
会
北
防
災
会
会
長

細
川
泰
裕
さ
ん

申
・
問　

1
月
13
日
㈫
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）
5
7
1
6
・

℻  
（
4
9
2
）
3
6
1
1
へ

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

日
時　

20
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午

後
4
時
（
受
け
付
け　

午
前
9
時
30

分
〜
）　

場
所　

県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
）　

内
容　

講
演
と

個
別
相
談
会　
「
災
害
時
の
対
応（
装

具
供
給
）
〜
災
害
時
の
ス
ト
ー
マ
ケ

ア
と
心
が
け
る
こ
と
〜
」　

ブ
リ
ス

ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ク
イ
ブ
㈱
コ

ン
バ
テ
ッ
ク
事
業
部
Ｗ
Ｏ
Ｃ　

品
田

ひ
と
み
さ
ん
、「
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
と
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
〜
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
臭
い
対
策
〜
」　

国
立
病
院

機
構
千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー　

Ｗ
Ｏ
Ｃ

谷
明
美
さ
ん

※
補
装
具
相
談
を
正
午
か
ら
午
後
1

時
と
休
憩
時
間
に
行
い
ま
す
。

対
象
者　

県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と

そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
、
介
護
福

祉
士　

参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各

自
で
持
参
）

問　

県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
事
務
所
☎

0
4
3
（
3
0
9
）
7
5
7
1
（
月
・

災
害
時
は
地
域
力
が
生
死
を
分
け
る

8月VS4月の吸殻量

放課後子ども教室
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通
学
に
も
活
躍
す
る

ナ
ッ
シ
ー
号

◆
白
井
第
二
小
学
校
へ
の
通
学
便

　

み
ん
な
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ナ
ッ

シ
ー
号
は
交
通
が
不
便
な
地
域
を
な

く
す
こ
と
、
お
年
寄
り
や
体
が
不
自

由
な
人
の
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
使
命
を
背
負
っ
て
走
っ

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
中
に
は
通

学
便
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
の
よ
。

青
空
に
柿
色
づ
き
て
深
呼
吸

赤
青
黄
灯
り
て
星
の
聖
樹
か
な

秋
袷
鏡
の
前
に
女
で
す

秋
高
し
同
好
会
の
好
敵
手

秋
の
山
昔
思
い
出
友
あ
の
世

癒
え
ず
し
て
退
院
せ
し
身
の
夜
長
か
な

海
の
風
来
て
コ
ス
モ
ス
の
波
と
な
る

お
正
月
め
し
な
し
餅
も
松
も
な
し

菊
香
る
日
和
続
き
の
昨
日
今
日

来
し
方
を
雲
に
問
は
れ
し
秋
彼
岸

小
春
日
や
妻
が
押
し
ゆ
く
車
椅
子

自
然
と
ふ
季
に
眞
向
か
い
て
冬
迎
う

ど
こ
と
な
く
物
悲
し
き
や
秋
の
雨

初
成
の
リ
ン
ゴ
の
姿
強
さ
知
り

ひ
と
つ
知
り
ふ
た
つ
忘
れ
て
八や

そ

ぢ

十
路
く
る

伏
せ
て
待
つ
盲
導
犬
に
黙も
だ

の
秋

三
日
月
や
身
重
を
告
げ
し
妻
の
こ
と

餅
を
搗
く
周
り
は
子
等
の
顔
や
顔

ユ
ー
カ
ラ
の
声
ぞ
悲
し
き
秋
の
月

ゆ
く
秋
や
功
成
り
て
去
る
影
ふ
た
つ

言
う
じ
ゃ
な
い
女
心
と
秋
の
空

　
　
　

昔
も
今
も
か
わ
る
事
な
し

産
声
は
真
夜
中
だ
っ
た
孫
娘

　
　
　

三
年
育
み
今
朝
千
歳
飴

老
い
そ
め
し
我
が
淋
し
さ
に
く
ら
べ
れ
ば

　
　
　

上
野
は
に
ぎ
わ
う
雨
の
あ
が
り
て

「
お
茶
会
は
着
物
に
し
た
い
」
と
声
と
ど
き

　
　
　

草
履
も
詰
め
て
送
る
母
わ
れ

か
ぐ
わ
し
き
コ
ス
モ
ス
病へ

や室
の
壷
に
あ
り

　
　
　

我
は
夢
路
に
花
野
あ
ゆ
め
り

食
卓
を
囲
み
て
な
が
く
会
話
せ
り

　
　
　

吾
と
妻
と
は
ボ
ケ
の
防
止
に

地
に
埋
も
れ
傾
ぐ
青し
ゃ
う
め
ん面
金
剛
の

　
　
　

憤
怒
の
相
に
ひ
た
と
捉
は
る

農
を
詠
み
し
師
も
使
い
し
と
ふ
耕
耘
機

　
　
　

在
り
し
日
の
ご
と
磨
か
れ
て
納
屋
に

花
柄
の
皿
や
小
鉢
に
卓
上
花

　
　
　

ま
ま
ご
と
め
き
し
ひ
と
り
の
夕
餉

ひ
と
す
じ
の
紫
煙
と
な
り
て
天
召
さ
る

　
　
　

君
が
志
こ
こ
ろ

は
燃
え
尽
く
せ
た
か

百も

ず
舌
鳥
し
き
り
鳴
き
つ
る
方
に
眼め

を
や
れ
ど

　
　
　

影
見
え
ぬ
ま
ま
又
も
髙
鳴
く

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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白井市市民活動
　推進センター
　　連絡協議会

　平成17年6月8日、白井市市民活動推進
センター登録団体16団体で連絡協議会を
設立しました。活動内容は①市民活動団
体などの相互の情報交換及び交流に関す
ること、②市民活動団体などの活動促進
に関することなどです。具体的には構成
している市民団体から各1人の役員を出し、
年4回の役員会で議論を行い、それぞれ
の団体の活動について情報交換をしなが
ら、活動の促進を図っています。年２回
テーマを定めて交流会を実施し、活動の
広がりをどう展開するかなど、活動の活
性化のための議論も行っており、この議
論内容は連絡協議会だよりを発行・掲載
し、広くお知らせしています。
　平成18年度からは地球温暖化防止のた
めの事業として「CO2ダイエット宣言」
の署名活動や市内小・中学校への植樹を
始めました。現在までで延べ666人の署名
を集め、33本の苗木を植樹。今後も続け
ていきます。
　岡田☎（492）2500■問

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

ナ
ッ
シ
ー

     なし坊の妹のかおり
　　です。木登りならお
　兄ちゃんにも負けない
のよ。今日は白井第二小
学校への通学便を紹介す
　るね。

れ け
そ い

ナッシー号

ノ ン ス テ ッ プ バ ス

4

　

通
学
便
を
運
行
す
る
こ
と
に
な
っ

の
は
、
平
成
15
年
に
平
塚
分
校
が
本

校
の
白
井
第
二
小
学
校
に
統
合
し
た

か
ら
な
の
。
遠
距
離
か
ら
通
学
す
る

児
童
の
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
よ
。

平
塚
・
今
井
地
区
方
面
か
ら
2
便
、

富
塚
地
区
方
面
か
ら
1
便
あ
っ
て
、

児
童
で
な
く
て
も
乗
車
で
き
る
の

（
学
校
休
業
日
は
運
休
）。

◆
ナ
ッ
シ
ー
号
で
安
心
な
通
学

　

ナ
ッ
シ
ー
号
の
運
行
は
通
学
で
利

用
す
る
児
童
の
こ
と
も
考
え
、
白
井

第
二
小
学
校
の
登
下
校
の
時
間
に
合

わ
せ
て
い
た
り
、
白
井
第
一
小
学
校

や
白
井
第
三
小
学
校
の
通
学
に
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
よ
。

　

ナ
ッ
シ
ー
号
に
は
大
人
と
一
緒
に

乗
っ
た
こ
と
し
か
な
か
っ
た
か
ら
、

初
め
て
ナ
ッ
シ
ー
号
で
登
校
す
る
時

は
不
安
で
ド
キ
ド
キ
し
た
け
ど
、
今

で
は
子
ど
も
だ
け
で
も
ち
ゃ
ん
と
乗

れ
る
し
、
運
転
手
さ
ん
と
も
仲
良
く

な
っ
て
、
み
ん
な
で
ナ
ッ
シ
ー
号
で

登
校
す
る
の
が
と
っ
て
も
楽
し
い
わ
。

学
校
が
近
づ
く
と
降
車
ボ
タ
ン
を
誰

が
一
番
に
押
す
か
、
つ
い
競
争
し

ち
ゃ
う
の
よ
。

※
ナ
ッ
シ
ー
号
の
時
刻
表
は
市
役

所
・
各
セ
ン
タ
ー
・
バ
ス
車
内
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
3

南山中学校での植樹を実施

根　
　
　
　

大
出　

和
雄

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

南
山　
　
　

上
野　

寛
義

堀
込　
　
　

宮
本　

文
子

神
々
廻　
　

杉
山　

隆
秀

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

七
次
台　
　

鶴
巻　

和
男

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫 

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純 

堀
込　
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　白井国際交流協会が JICA
（独立行政法人国際協力機構）
から感謝状を授与されました。
これは JICA が開発途上国の
行政官、技術者に日本のもつ
経験や知識を伝え、途上国の
課題解決に生かしてもらおう
と行っている国・課題別研修
に平成元年から 20 年間協力
をしてきたことが高く評価さ
れたためです。白井国際交流

協会は研修中、1泊 2日のホームステイプログラムと交流会を実施。こ
の事業は今年で終了となりますが、これまで参加した研修生はフィリピ
ン、インドネシア、中国など 78 カ国から 435 人にのぼり「日本の家庭
生活や習慣を知る唯一のチャンスであり、楽しいひとときだった」と好
評でした。
　白井国際交流協会栗谷川代表は「全ての研修生に喜んでもらえ、研修
生を受け入れたホストファミリーも生きた英語が学べると歓迎してくれ、
やりがいのある事業でした。ホストファミリーとして協力してくれた皆
さん、ありがとうございました」と感謝の気持ちを話していました。

2020年の年の交流交流活動に活動に感謝状感謝状

　まちかど美術館を知っていますか。落書きされやすい
トンネルなどの壁に、落書きの防止と地域の触れ合いにみ
んなで夢のある絵を描いてしまおうというものです。こ
のまちかど美術館を十余一公園の緑道のトンネルに完成
させようと、夏休みの間に桜台小・中学校の児童・生徒
から図案を募集、10月10日に壁に下絵描き、11日に色塗
り、18日に枠塗りをし、8つの絵が描かれました。
　この取り組みを進めてきた桜台小学校の保護者有志は
「多くの人の協力と労力、気持ちが結集して完成しました。
なかなか地域のコミュニティが取れない中、こういう切っ
掛けがあれば、みんなが集まり楽しく過ごせることが確
認でき、とてもうれしいです」と話してくれました。

地地域域のの力を力を結集結集

壁に絵を描く子どもたち

感謝状を受け取る栗谷川代表（左）




